
実
に
取
り
組
み
労
働
者
福
祉
運
動
の
あ
り
方
を

改
め
て
追
求
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

2
0
2
4
年
度
の
通
常
総
会
で
は
、「
福
祉

は
ひ
と
つ
」の
原
点
に
立
ち
返
り
、
労
働
運
動

と
労
働
者
福
祉
運
動
が
と
も
に「
運
動
の
主
体
」

と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
団
体
と
連
携
し
、「
協

同
事
業
の
社
会
的
価
値
」を
高
め
る
運
動
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

本
通
常
総
会
に
お
い
て
は
、
こ
の
1
年
間
を

総
括
し
、
中
央
会
に
結
集
す

る
す
べ
て
の
団
体
が
、
改
め

て
、
自
助
と
公
助
の
隙
間
を

埋
め
る「
共
助
」の
拡
大
に
向

け
て
課
題
を
共
有
化
し
、
労

働
者
福
祉
運
動
を
広
く
具
現

化
し
て
い
き
た
い
。

　

総
会
は
、
中
原
副
会
長
の
開
会
挨
拶
・
資
格

審
査
報
告
お
よ
び
総
会
成
立
宣
言
の
後
、
九
州

労
働
金
庫
宮
崎
県
本
部
・
太
田
代
議
員
を
議
長

と
し
、
総
会
書
記
お
よ
び
議
事
録
署
名
人
が
任

命
さ
れ
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、中
原
会
長
が
、日
頃
か
ら
の
各
会
員
・

関
係
団
体
の
中
央
会
運
動
、
労
働
者
福
祉
運
動

に
対
す
る
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
に
謝
辞
を

述
べ
る
と
と
も
に
、
総
会
開
催
に
あ
た
っ
て
の

決
意
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

　

宮
崎
中
央
会
は
、
1
9
6
3
年（
昭
和
38
年
）

7
月
に
、
労
働
組
合
な
ら
び
に
福
祉
事
業
団
体

が
協
力
し
て
労
働
者
福
祉
事
業
の
健
全
な
発
展

を
図
り
、
労
働
者
の
福
祉
増
進
を
目
的
に
設
立

さ
れ
、
創
立
61
年
目
を
迎
え
た
。
2
0
1
3
年

（
平
成
25
年
）4
月
に
は
公
益
法
人
制
度
改
革
に

よ
り
一
般
社
団
法
人
に
移
行
し
、
公
益
認
定
を

受
け
た「
子
ど
も
未
来
奨
学
金
へ
の
奨
学
金
支

援
事
業
」・「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
」・「
介
護

初
任
者
研
修
事
業
」・「
講
演
会
活
動
」・「
機
関

紙
広
報
活
動
」の
5
つ
の
事
業
と
、「
会
館
管
理

運
営
事
業
」・「
駐
車
場
管
理
運
営
事
業
」・「
福

祉
事
業
団
体
の
利
用
促
進
を
図
る
共
益
事
業
」

な
ど
の
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。

　

2
0
2
4
年
を
振
り
返
る
と
、
1
月
に
能
登

半
島
地
震
が
発
生
し
、
9
月
に
は
同
じ
く
能
登

半
島
を
豪
雨
災
害
が
襲
い
地
震
か
ら
の
復
興
を

大
き
く
後
退
さ
せ
る
状
況
と
な
っ
た
。
年
明
け

に
は
、
大
船
渡
市
を
は
じ
め
と
し
て
全
国
で
山

林
火
災
が
発
生
す
る
な
ど
、
地
球
温
暖
化
に
起

因
す
る
と
さ
れ
る
大
規
模
な
自
然
災
害
が
頻
発

し
激
甚
化
し
て
い
る
。

　

宮
崎
に
お
い
て
も
、
8
月
に
震
度
5
強
の
日

向
灘
地
震
の
発
生
、
宮
崎
市
の
台
風
10
号
に
よ

る
竜
巻
被
害
、
年
明
け
1
月
に
再
び
震
度
5
弱

の
日
向
灘
地
震
発
生
と
自
然
災
害
が
多
発
し
た

1
年
で
あ
り
、
想
定
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震

や
大
規
模
自
然
災
害
へ
の
対
応
等
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
は
、
5

類
へ
移
行
し
た
こ
と
で
、
行
動
規
制
は
緩
和
さ

れ
、
社
会
的
経
済
活
動
は
回
復
傾
向
し
て
き
た

が
、
一
方
で
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や

中
東
で
の
紛
争
が
激
化
す
る
中
に
円
安
も
相

ま
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
材
料
等
の
高
騰
か
ら

生
活
物
資
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
上
昇
は
続
き
、

賃
金
は
上
が
っ
て
も
実
質
賃
金
が
伸
び
な
い
中

で
国
民
生
活
は
危
機
に
瀕
し
、
貧
困
と
格
差
は

さ
ら
に
拡
大
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
私
た
ち
は
、
中
央
労
福
協
や
南

部
労
福
協
に
結
集
す
る
福
祉
事
業
団
体
や

N
P
O
団
体
等
福
祉
団
体
、
労
働
組
合
な
ど
と

連
帯
・
連
携
し
、政
策
・
制
度
へ
の
提
言
や
要
求
、

生
活
困
窮
者
対
策
や
多
重
債
務
対
策
、
奨
学
金

制
度
改
善
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

私
た
ち
は
、
日
本
社
会
の
脆
弱
性
が
顕
在
化

し
て
い
る
中
で
、「
ひ
と
り
は
万
人
の
た
め
に

万
人
は
一
人
の
た
め
に
」を
合
言
葉
に
、

「
S
D
G
ｓ
」が
目
指
す「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
」持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
み
を
強
化
し
、
助
け
合
い
の
組
織
と
し
て
、

公
助
の
拡
大
と
と
も
に
、「
共
助
」の
拡
大
、
充

第70回 通常総会を開催！！

中原会長

太田議長
（労金代議員）

議案提起・
假野専務理事

児玉監事
（監査報告）

村上副会長
（閉会あいさつ）

中原副会長
（開会あいさつ）

　
2
0
2
5
年
6
月
3
日（
火
）、
宮
崎
市
の
九
州
労
働
金
庫
宮
崎
県
本
部
会
議
室
に
お
い
て（
一
社
）
宮
崎
県
労
働

者
福
祉
団
体
中
央
会
第
70
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
は
、
代
議
員
7
名
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
12
名
が
出
席
し
、
宮
崎
県
商
工
観
光
労
働
部
児
玉
部
長
お
よ
び
連
合
宮

崎
吉
岡
会
長
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
央
労
福
協
、
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
、
北
海
道
・

広
島
、
九
州
・
沖
縄
の
各
県
労
福
協
か
ら
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
第
1
号
議
案「
2
0
2
4
年
度
活
動
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
報
告
な
ら
び
に
会
計
監
査
報
告
承
認
の

件
」、
第
2
号
議
案「
2
0
2
5
年
度
事
業
計
画（
案
）
お
よ
び
収
支
予
算（
案
）
承
認
の
件
」、
第
3
号
議
案「
役
員
の

報
酬
承
認
の
件
」、
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
含
め
満
場
一
致
で
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。。

2025年度（一社）宮崎県労働者福祉団体中央会役員名簿

会　　長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
専務理事
常務理事
理　　事
理　　事
監　　事
監　　事

役 職 名

中原　広幸
吉岡　英明
村上　康則
鬼束　善史
中原　和雄
假野　耕司
片平　　彰
西村　　仁
小川　順平
児玉　賢一
今泉信一郎

自治労宮崎県本部
連合宮崎
旭化成労働組合
九州労働金庫宮崎県本部
こくみん共済coop〈全労済〉宮崎推進本部
宮崎県労働者福祉団体中央会
宮崎県労働者福祉団体中央会
宮崎霊園事業団
みやざき福祉学園・みやざき福祉園
九州労働金庫宮崎県本部
こくみん共済coop〈全労済〉宮崎推進本部

氏　  名 出身団体

理事定数6名以上10名以内、監事2名以内 2025年6月3日現在

総会の様子

労働者福祉
み や ざ き の 勤 労 者 の
　 　 福 祉 向 上 を 目 指 す 広 報 誌

一般社団法人
宮崎県労働者福祉団体中央会
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2
0
2
5
年
6
月
25
日（
水
）、
福
岡
市
の
ア
ク
ロ
ス
福
岡

に
お
い
て
九
州
労
働
金
庫
第
25
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
は
、
山
本
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
報
告
事
項
と
し
て

「
2
0
2
4
年
度
事
業
報
告
」、「
2
0
2
4
年
度
業
務
報
告

（
計
算
書
類
及
び
監
査
報
告
）」
が
提
案
さ
れ
、
異
議
な
く
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
審
議
事
項
で
あ
る
第
1
号
議
案

「
第
73
期
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て
」、
第
2
号
議
案

「
2
0
2
5
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
」、
第
3
号
議
案「
会

員
の
除
名
つ
い
て
」、
第
4
号
議
案「
2
0
2
6
年
度
役
員
改

選
に
お
け
る
特
別
対
応
に
つ
い
て
」、
第
5
号
議
案「
役
員
の

補
充
選
任
に
つ
い
て
」、
第
6
号
議
案「
退
任
役
員
に
対
す
る

役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て
」
の
提
案
が
あ
り
、
全

議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
に
開
催
さ
れ
た
第
1
回
理
事
会
に
お

い
て
、
常
務
理
事
兼
宮
崎
県
本
部
長
の
鬼
束
善
史
さ
ん
が
専

務
理
事
に
、
後
任
の
宮
崎
県
本
部
長
に
は
甲
斐
哲
さ
ん
が
就

任
さ
れ
、
新
役
員
体
制
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
0
2
5
年
度
は「
第
8
期
中
期
経
営
計
画
」
の
2
年
目
に

な
り
ま
す
が
、「
会
員
・
お
客
さ
ま
・
地
域
」
お
よ
び「
職
員

相
互
」
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト（
深
い
つ
な
が
り
を
持
っ
た
関

係
性
）
の
強
化
に
向
け
、
各
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

九
州
労
働
金
庫　

 

通
常
総
会
開
催
報
告

第25回

＜九州ろうきんがめざす姿（2030年3月末）＞

◉「はたらく人にとって、もっとも身近な金融機関」であり続けます
①『組織労働者』との取引をより深く、②『未組織労働者』との取引をより広く、③『退
職者』との取引をより長く、お付き合い (取引 )ができる〈ろうきん〉をめざします。

◉「ろうきんらしい、ろうきんならではの事業」を展開します
①はたらく人や社会から共感される事業、②会員推進機構・労働者福祉団体と連
携した事業、③福祉金融機関としての役割を発揮した事業をめざします。

◉「信頼され、安心して利用いただける経営基盤」を確立します
①安定的な収益確保と事業目標 ( 計数計画 ) を達成しながら、②質の高い会員・
顧客サービスを拡充し、③法令等遵守態勢と内部管理態勢を一層強化した、健全
で活気ある職場風土をめざします。

青 栁　　直
鬼 束　善 史
河 野　哲 也
首藤  慶一郎
小 山　章 二
松 尾　勝 博
西 村　芳 樹
井 手　雅 彦
中 野　　忠
峯　　　　潔
岡 部　勝 也
甲 斐　　哲
黒 江　嘉 文
増 田　隆 男
岡 本　哲 郎
新 家　正 浩
内田　あき子
山 口　裕 志
荒 瀬　智 幸
山 本　　寛
田 丸　　勲
野畑　由紀夫
溝口　慎一郎
谷 口　博 次
溝 口　憲 治
中川路　　守
吉 村　清 隆
小 倉　知 子
久 保　隆 志
堀 江　信 也
尾 上　隆 規
鬼 塚　俊 一

員外
員外
員外
員外
員外
員外
全日産・一般業種労働組合連合会福岡地方協議会
情報産業労働組合連合会佐賀県協議会
自治労長崎県本部
自治労熊本県本部
大分県教職員組合
自治労宮崎県本部
九州電力労働組合鹿児島支部
日本製鉄八幡労働組合
ＮＴＴ労働組合九州総支部
自治労佐賀県本部
佐賀県教職員組合
全日通労働組合長崎県支部
大島造船労働組合
日本労働組合総連合会熊本県連合会
日本製紙労働組合八代支部
日本労働組合総連合会大分県連合会
自治労大分県本部
宮崎県教職員組合
旭化成労働組合
鹿児島県教職員組合
自治労鹿児島県本部
弁護士
安川電機労働組合
九州電力労働組合長崎支部
ＮＴＴ労働組合九州総支部宮崎分会
南国交通労働組合

新任
新任
新任

新任

新任
新任

新任

新任

新任

新任

(佐 賀)
(宮 崎)
（福 岡）
（大 分）
（福 岡）
－

福   岡
佐   賀
長   崎
熊   本
大   分
宮   崎
鹿児島
福   岡
福   岡
佐　賀
佐　賀
長   崎
長   崎
熊   本
熊   本
大　分
大　分
宮   崎
宮   崎
鹿児島
鹿児島
－

福　岡
長　崎
宮　崎
鹿児島

理 事 長
専務理事
〃

常務理事
〃

常勤監事
常務理事
〃
〃
〃
〃
〃
〃

理 事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃
〃
〃

特別中央執行委員
特別幹事
特別執行委員
特別執行委員
特別執行委員
特別執行委員
特別執行委員
組合長
執行委員長
執行委員長
執行委員長
執行委員長
書記長
事務局長
支部長
副会長
執行委員長
特別執行委員
常任執行委員
執行委員長
執行委員長

特別中央執行委員
執行委員長
分会長
執行委員長

役　職 氏　名 出身県 出身組織名 役職名 備考

統
括
本
部

県
本
部

非
常
勤
理
事
・
監
事

専務理事に就任された
鬼束理事

新任の甲斐本部長

〈
甲
斐
新
本
部
長
〜
就
任
に
あ
た
っ
て
〜
〉

　

第
25
回
通
常
総
会
に
お
い
て
、
宮
崎
県
本
部
長
に
選
任

い
た
だ
き
ま
し
た
自
治
労
宮
崎
県
本
部
（
県
職
労
）
の
甲

斐　

哲
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

前
任
の
鬼
束
さ
ん
（
新
専
務
理
事
）
や
前
々
任
の
福
島

さ
ん
の
後
を
継
ぎ
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

金
融
機
関
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
「
今
何
が
必
要
な

の
か
」
を
、
福
祉
金
融
機
関
の
一
員
と
し
て
、
職
員
と
と

も
に
力
を
合
わ
せ
見
極
め
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
会
員
の
皆
様
の
ご
指
導
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、
労
金
の
更
な
る
積
極

的
な
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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▲宮崎労働局

宮崎県▶

全国一斉集中労働相談ホットライン 駅前動画

男女平等参画社会の
実現に向けた要請

６月は男女平等月間６月は男女平等月間

【お問い合わせ先】こくみん共済 coop 宮崎推進本部（宮崎県共済生活協同組合）
■宮崎支所　〒880-0806　宮崎市広島1-11-17　　　　　　　　　　  　 電話番号：0985-24-6262
■延岡支所　〒882-0866　延岡市平原町5-1497-3　　　　　　　　　　 電話番号：0982-32-4599
■都城支所　〒885-0024　都城市北原町4街区4号 都北労働福祉会館1F　電話番号：0986-46-5087 公式キャラクターピットくん・ピットくんファミリー

4524B004

　連合は6 月を「男女平等月間」と位
置づけ、男女平等参画社会 の 実現に
向けた取り組みとして「仕事で悩むあ
なたを応援（サポート）します！」を
テーマに、6月10日～11日の2日間、
全国47地方連合会が一斉に労働相談
ホットラインを実施しました。専従
役員と構成組織役員や地域協議会事
務局長の協力を得て電話応対し、2日
間で20件の相談が寄せられました。
そのうちの8割が女性からの相談で
した。上位の相談項目では男女差別・
ハラスメントが6件となりました。
　また6月24日、宮崎労働局と宮崎
県に対しすべての人の人権が尊重さ
れ、誰もが自らの能力を十分に発揮
し、安心して暮らせる社会の実現に
向け、客からの迷惑行為などのカス
タマーハラスメント防止条例の制定
や同性パートナーシップ制度の導入
等の要請を行いました。
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男
性
に
比
べ
女
性
に
手
厚
か
っ
た
遺

族
年
金
制
度
が
大
幅
に
変
わ
り
ま
す
。①

60
歳
未
満
の
遺
族
厚
生
年
金
は
、
子
ど

も（
原
則
18
歳
未
満
。
以
下
同
じ
。）
が
い

な
い
場
合
５
年
間
だ
け
に
な
り
ま
す
。②

子
ど
も
の
い
な
い
55
歳
未
満
の
夫
に
も
、

妻
死
亡
の
翌
月
か
ら
遺
族
厚
生
年
金
が

支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。③
遺
族

年
金
の
額
が
増
額
さ
れ
ま
す
。④
遺
族
に

認
定
さ
れ
る
た
め
の
年
収
要
件
が
廃
止

さ
れ
ま
す
。⑤
５
年
と
い
う
有
期
給
付
の

遺
族
厚
生
年
金
で
す
が
、
配
慮
が
必
要

な
ケ
ー
ス
の
場
合
、
５
年
目
以
降
も
引

き
続
き
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
の
改
正
は
、
現
行
で
は
夫
死
亡
時

に
30
歳
以
上
の
妻
で
あ
れ
ば
、
原
則
と

し
て
夫
死
亡
の
翌
月
か
ら
終
身
支
給
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
正
ポ
イ
ン
ト

は
、
子
ど
も
の
い
な
い
夫
婦
の
場
合
、「
５

年
間
し
か
支
給
さ
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
す
。

②
の
改
正
は
、
夫
は
妻
の
死
亡
時
に

55
歳
未
満
だ
と
遺
族
に
す
ら
該
当
せ
ず
、

仮
に
55
歳
以
上
で
あ
っ
て
も
60
歳
に
な

る
ま
で
支
給
停
止
で
し
た
。
今
回
の
改

正
に
よ
り「
妻
に
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

た
夫
」
に
も
妻
同
様
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

③
の
改
正
は
、
遺
族
厚
生
年
金
の
額

は
、
亡
く
な
っ
た
配
偶
者
の
老
齢
厚
生

年
金
の
報
酬
比
例
部
分
の
４
分
の
３
で

す
が
、
５
年
間
の
有
期
給
付
に
お
い
て

は
４
分
の
１
が
加
算
さ
れ
、
報
酬
比
例

部
分
の
１
０
０
％（
現
在
の
約
１
．
３

倍
）
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
離
婚
に
よ
る

年
金
分
割
の
よ
う
に
、
亡
く
な
っ
た
配

偶
者
の
厚
生
年
金
加
入
記
録
を
分
割
し

て
、
残
さ
れ
た
配
偶
者
の
年
金
記
録
に

上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
65
歳

以
降
に
受
け
取
る
老
齢
厚
生
年
金
の
額

が
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
方

で
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
子
が
い
な
い

妻
に
支
給
さ
れ
て
い
た
年
約
62
万
円
の

「
中
高
齢
寡
婦
加
算
」
は
段
階
的
に
廃
止

さ
れ
ま
す
。

⑤
に
つ
い
て
は
、
遺
族
に
18
歳
未
満

の
子
が
い
る
場
合
や
、
低
所
得
者
、
障

害
の
あ
る
配
偶
者
な
ど
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
終
身
支
給
が
適
用
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
す
べ
て
の
遺
族
厚
生

年
金
が
５
年
で
打
ち
切
ら
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
２
０
２
８
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
る
の
で
、
施
行
時
に

40
歳
未
満
で
あ
る
１
９
８
９
年
４
月
２

日
生
ま
れ
の
妻
か
ら
影
響
が
あ
り
ま
す
。

既
に
遺
族
厚
生
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
や
60
歳
以
降
の
高
齢
者
、
20
代
か
ら

50
代
の
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
者

は
改
正
の
影
響
を
受
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、

改
正
は
急
激
に
行
わ
れ
る
わ
け
で
は
な

く
、
５
年
の
有
期
給
付
等
は
、
20
年
ほ

ど
か
け
て
段
階
的
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

連載コラム

み
ら
い
よ
わ

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

年
金
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

小
川 

洋
一

●宮崎支店 （0985）26-9200　●延岡支店　　 （0982）35-6655
●日南支店 （0987）23-3191　●宮崎県庁支店 （0985）29-4141　●都城支店　　　　  （0986）23-2737　
●小林支店 （0984）23-1000　●高鍋支店　　 （0983）23-0740　●日向支店　　　　  （0982）52-6131
●西都支店 （0983）43-1212　●高千穂支店　 （0982）72-6111　●宮崎市役所出張所  （0985）26-3906
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　2025年5月23日（金）、九州労働金庫宮崎県本部3階会
議室において、2025年度ライフサポートセンター宮崎県
本部幹事会を開催しました。
　ライフサポートセンター設立の経緯については、2005
年8月に行われた「勤労者の暮らしにかかわるサポート事業」
のための連合・中央労福協・労金協会・全労済（現こくみん
共済coop）による4団体合意に基づき、宮崎県では、2010
年11月「宮崎市」、2013年11月「都城市」、2014年7月「延
岡市」に開設してきました。
　少子・高齢化等をはじめとする社会構造の急激な変化が
進むなかで、勤労者の暮らしに関する不安を解消するため
に、暮らし全般に関する相談・支援活動を通じ、勤労者の
生活の安定と福祉の向上をはかることを目的としています。
　議題は、「１．2024年度事業報告について」、「２．
2025年度事業方針（案）について」、「３．2025年度幹事
会体制について」の協議を行ってきました。
　「１．」については、①今年度は、相談機能の充実とともに
社会への啓発活動として、毎年各ライフサポートセンター
でセミナーを開催していましたが、ここ数年、参加数は減
少し人を集めることが年々厳しさを増していることから、
各地区1回の開催とし、延岡・都城については、公益目的
事業としての講演会を兼ねての開催としました。テーマは、
これまでのアンケートを集約する中で、最近、職場や家庭
で中々コミュニケーションがとれず、人間関係がうまくい
かないという方々の意見を踏まえ、そうした時に、自らが
どう行動することでコミュニケーションがとれ相談に乗っ
てあげられるのかとういうことを知る機会となるよう、フ
リーパーソナリティ・鑑定士の柿塚日加里さんをお招きし、
人生を明るく元気に生きるためのヒント「笑顔と言葉でポジ
ティブに！明るい脳で運気アップ！」と題し講演をいただい
た報告が行われました（参加者＝宮崎：36名、都城：50名、
延岡：50名）。
　「２．」では、①ライフサポートセンター宮崎県本部の役割
は、県内3ヶ所のセンターを統括し、情報の共有化に努め、
具体的な相談事業や研修会への助言・支援を行う、②「ライ
フサポートセンター」を知ってもらい利用してもらうため

に、会員団体・労働組合、行政や社会福祉協議会、ＮＰＯ団
体等への教宣・広報活動を強化していく、③金融・法律・労働・
精神福祉・就労・教育など、労働団体・福祉団体・有識者
関係団体と連携し、専門相談体制の充実を図る、④ＬＳＣ宮
崎には、引き続き労働問題の専門相談員2名（週2日）を配
置していく、⑤各地域に根差した弁護士・司法書士によるよ
り身近な相談態勢を継続し、専門相談日を、火曜日：宮崎、
水曜日：延岡、木曜日：都城とする、⑥ライフサポートセン
ターからの情報発信、啓発活動として、引き続きライフス
テージに根差したセミナーを計画し3地区（宮崎、都城、延岡）
で講演会を実施していく、⑦2025年度予算については、宮
崎中央会の公益目的支出計画に基づく、等を提案し承認さ
れました。
　「３．」では、2025年度の幹事会体制について提案し、承
認され幹事会を終了しました。

ラ イ フ サ ポ ー ト セ ン タ ー 通 信

ライフサポートセンター宮崎県本部幹事会を開催しました。2025年度

　2025年6月3日（火）、九州労働金庫宮崎県本部会議室
において、第75回定時総会を開催しました。
　総会では、2024年度の事業報告ならびに2026年3月
31日の事業廃止に向けた様々な対応についての経過報告
を行いました。
　また、2025年度は、理事会で決定された事業廃止にむ
けた計画（ロードマップ）の最終年度となることから、宮崎

中央会と連携を行いながら諸手続きを進め、会員団体なら
びに利用団体への対応についても、引き継ぎ先への紹介
等々、丁寧に対応を行っていくことを提案し、承認決定さ
れました。
　会員団体ならびに利用団体の皆様方のこれまでのご愛顧
に心より感謝申し上げます。

一般社団法人  宮崎県勤労者旅行会 第75回 定時総会を開催しました！
～2026年3月末の事業廃止にむけた対応について確認～

中原理事長
挨拶 総会の様子

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

センター長
副センター長
副センター長
副センター長
事 務 局 長
事務局次長
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事

役　職
中原　広幸
吉岡　英明
鬼束　善史
中原　和雄　
假野　耕司
片平　　彰
白﨑　洋一
松岡　秀行
西村　　仁
新田 幸一郎
小川　洋一
宮田　尚典
横山　　茂
今泉信一郎
児玉　賢一
内田　佳代
飛松　裕美

氏　名
（一社）宮崎県労働者福祉団体中央会（会長）
連合宮崎（会長）
九州労働金庫宮崎県本部（本部長）
こくみん共済 coop（全労済） 宮崎推進本部（本部長）
宮崎県労働者福祉団体中央会専務理事
宮崎県労働者福祉団体中央会常務理事
連合宮崎（事務局長）
みやざき福祉学園（事務局長）
宮崎霊園事業団（理事長）
宮崎県勤労者共済会（副会長）
ファイナンシャルプランナー・年金アドバイザー
弁護士
司法書士
こくみん共済 coop（全労済） 宮崎推進本部（事務局長）
九州労働金庫宮崎県本部（副本部長）
ライフサポートセンター宮崎（事務局長）
ライフサポートセンター都城（事務局長）
ライフサポートセンター延岡（事務局長）

所　属

●2025年度 ライフサポートセンター宮崎県本部幹事会役員体制

理事長
専務理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
監事
監事

役職名
中原　和雄
今泉 信一郎
大村　謙司
興梠　健治
松元　卓耶
金丸　　優
川崎　哲伸
鬼束　善史
土居　和也
山口　慶太
廣田　健志
重黒木 康恵
假野　耕司

氏　名
こくみん共済coop宮崎推進本部
こくみん共済coop宮崎推進本部
宮崎県職員労働組合
自治労宮崎県本部
宮崎市役所職員労働組合
旭化成労働組合
ＵＡゼンセン宮崎県支部
九州労働金庫宮崎県本部
トヨタグループ宮崎労働組合
ミネベアアクセスソリューションズ労働組合
宮崎県勤労者旅行会
自治労宮崎県本部
宮崎県労働者福祉団体中央会

所 属 団 体

【2025年度 役員体制】【売上高推移】 （単位：千円）

航空券
タクシー券
宿泊/懇親会
合計
航空券

タクシー券
宿泊/懇親会
合計

2019年度項目

180,771
37,110
113,578
331,459
11,050
2,393
13,800
27,243

2,025
1,241
8,372
11,638

7,832
1,516
11,585
20,933

11,131
1,952
20,506
33,589

11,000
1,900
17,000
29,900

8,493
1,615
19,023
29,131

2021年度 2022年度 2023年度
42,844
19,552
55,015
117,411

133,263
23,781
85,221
242,265

209,831
30,987
149,052
389,870

195,000
25,000
125,000
345,000

146,124
25,030
139,795
310,949

計画 実績
2024年度

売
上
高

事
業
収
入
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電   話／0985-51-5724

　宮崎霊園にお墓をお持ちの方で、お墓の管理ができない方、高齢で墓参り草刈りができないと考えておられる方のために、
皆様に代わって草刈り、お掃除、お花上げの墓参り代行事業も行っておりますので、お気軽にご相談ください。

¥39,000

¥19,000

¥9,000

（公財）宮崎霊園事業団2025年度 第1回評議員会を開催しました！！
　2025年6月3日（火）に九州労働金庫宮崎県本部会議室に

おいて、2025年度公益財団法人宮崎霊園事業団第1回評議

員会を開催しました。

　評議員会は、評議員8名、理事8 名、監事2名の出席となり、

議長に矢野崇徳評議員（連合宮崎）が選出され開会されました。

　冒頭の西村理事長の挨拶では、評議員各位に対し多忙中の

出席に感謝の意を表した後、前年度の宮崎霊園事業団の事業

推移の概略について説明を行い、評議員会での真摯な議論が

要請されました。

　議事は、假野専務理事より、第1号議案「一般経過報告」、

第2号議案「2024年度事業報告承認の件」、第3号議案

「2024 度収支決算報告および監査報告承認の件」、第4号議

案「役員の報酬承認の件」、第5号議案「役員改選の件」が提

案され、全議案が承認され可決されました。また、報告事項と

して、2025年度事業計画・収支予算の報告が行われました。

特に、第3号議案では、公益法人として認定継続の遵守事項

である財務三基準（収支相償、公益目的事業比率、遊休財産

額保有制度）をクリアしているものの、公益財団法人の純財産

額が基準を下回ったことにより、2025年度は地方新聞への広

告や折り込みチラシ等、なお一層、広報宣伝活動を強化してい

く必要があることを提案し確認されました。

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

評 議 員

■ 2025年度（公財）宮崎霊園事業団 評議員
　 評議員（10名）

役　職 氏　名 出身団体

矢野 崇徳

新田幸一郎

中村 純忠

井崎 　誠

安部 康弘

廣田 健志

松岡 秀行

小川 洋一

橋口 行雄

柿塚 邦彦

連合宮崎

宮崎県労組会議

退職者連合

九州労働金庫宮崎県本部

こくみん共済coop宮崎推進本部

宮崎県勤労者旅行会

みやざき福祉学園

一　般

一　般

一　般

理 事 長

副理事長

専務理事

常務理事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

監　　事

監　　事

■ 2025年度（公財）宮崎霊園事業団 役員体制
　 理事（８名）・監事（２名）

役　職 氏　名 出身団体

西村 仁

川崎 哲伸

假野 耕司

片平 彰

白﨑　洋一

野﨑 一俊

佐藤 勇二

重黒木康惠

児玉 賢一

今泉信一郎

宮崎県平和・人権・環境労働組合会議

ＵＡゼンセン宮崎県支部

（一社）宮崎県労働者福祉団体中央会

（一社）宮崎県労働者福祉団体中央会

連合宮崎

宮崎ガス労働組合

日産サティオ宮崎労働組合

自治労宮崎県本部

九州労働金庫宮崎県本部

こくみん共済coop宮崎推進本部
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宮崎県商工観光労働部 からのお知らせ課 策政働労用雇

まんぴつ
とりとめなく
つれづれに。

あ
り
、
こ
れ
が
ミ
ニ
バ
レ
ー
の
難
し
い
と

こ
ろ
で
す
。

　

と
い
う
の
も
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
は
ボ
ー
ル

が
柔
ら
か
く
不
規
則
に
動
く
た
め
、
綺
麗

に
レ
シ
ー
ブ
し
た
つ
も
り
で
も
、
横
に
は

じ
い
た
り
、
1
回
で
相
手
コ
ー
ト
に
返
し

て
し
ま
っ
た
り
、
ト
ス
を
き
れ
い
に
上
げ

て
も
、
ア
タ
ッ
カ
ー
と
違
う
と
こ
ろ
に
上

げ
た
り
、
ア
タ
ッ
カ
ー
は
い
い
ト
ス
が
上

が
っ
て
も
、
大
き
く
エ
ン
ド
ラ
イ
ン
を
超

え
る
ア
タ
ッ
ク
を
打
っ
た
り
と
、
経
験
者

で
も
難
し
い
競
技
で
す
。

　

私
は
20
年
近
く
や
っ
て
い
ま
す
が
、
最

初
は
前
に
書
い
た
よ
う
に「
レ
シ
ー
ブ
・

ト
ス
・
ア
タ
ッ
ク
」が
う
ま
く
い
か
ず
、

面
白
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
知
り
合

い
の
地
元
チ
ー
ム
に
入
れ
て
も
ら
い
試
合

に
参
加
し
た
こ
と
で
、
ほ
か
の
チ
ー
ム
の

方
と
の
交
流
も
で
き
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た（
本
当
は
、
こ
の
後
の
飲
み
会
が

一
番
で
す
）。

　

週
1
回
の
練
習（
試
合
形
式
）で
、「
上
手

い
・
下
手
、
経
験
者
・
未
経
験
者
」は
、
全

く
関
係
な
く
、
い
い
プ
レ
イ
を
し
て
も
、

失
敗
し
て
も
、
い
か
に「
大
き
な
声
を
だ
し

て
笑
い
合
え
、楽
し
め
る
か
！
」が
問
題
で
、

た
っ
ぷ
り
汗
を
か
い
た
後
の
風
呂
上
が
り

の
一
杯
も
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
職
場
に
代
わ
り
、
し
ば
ら
く
は

練
習
で
き
な
い
日
々
が
続
き
そ
う
で
す
が
、

で
き
る
だ
け
時
間
を
作
り
、
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ス
ト
レ
ス
発
散
と
体
力
維
持

に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　県では、中小企業にお勤めの方の生活安定と福祉の向上を目的として、低利率の融資制度を設けています。
　県内に１年以上居住し、かつ県内の同一中小企業に１年以上お勤めされているなどの申込条件を満たす方で
あれば、九州労働金庫を通じてご利用いただけます。くわしくは、九州労働金庫ホームページ、または、九州
労働金庫宮崎県内営業店にてご確認ください。

ハッピーライフローンのご案内宮崎県とろうきんの提携融資制度

項目

年率（固定金利）

限度額

返済期間

教育資金

１.６%

５００万円

１０年以内（最長４年の元金据置可）

生活資金

２.４%

１００万円

５年以内

県内の九州労働金庫各支店の窓口で受け付けています。

ローンセンター宮崎（0985）26-9207　宮崎支店（0985）26-9200　延岡支店（0982）35-6657　日南支店（0987）23-3191 

宮 崎 県 庁 支 店（0985）29-4141　都城支店（0986）23-2257　小林支店（0984）23-1000   高鍋支店（0983）23-0740　 

日向支店（0982）52-6131　西都支店（0983）43-1212　高千穂支店(0982)72-6111　宮崎市役所出張所（0985）26-3906

上記以外の支店については、九州労働金庫ホームページを御覧ください。⇨

詳細は県HP↑

◇お問合せ先◇

九州労働金庫宮崎県本部　本部長

甲斐　哲さん

※融資には九州労働金庫の審査があります。また、別途保証料がかかります。

　
「
内
容
は
自
由
で
す
。」と
言
わ
れ
、「
は

て
、何
に
し
よ
う
か
な
？
」と
考
え
ま
し
て
、

趣
味
か
飼
っ
て
い
る
犬
の
話
に
し
よ
う
か

迷
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
、
こ
の
話
し
か

な
と
思
い
ま
し
て「
ミ
ニ
バ
レ
ー
」の
話
を

し
ま
す
。

　

通
常
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
ネ
ッ
ト
が
高

く
コ
ー
ト
も
広
い
た
め
、
年
を
重
ね
て
い
く

と
体
力
が
落
ち
年
々
難
し
く
な
り
ま
す
。

　
「
ミ
ニ
バ
レ
ー
」は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と

同
じ
コ
ー
ト
で
、
ネ
ッ
ト
の
高
さ
が

2
.
0
ｍ（
通
常
で
は
1
.
8
ｍ
）で
、ル
ー

ル
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
あ
ま
り
変
わ
り
ま

せ
ん
が
、
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
が
設
定
さ
れ

て
お
り
、
男
性
は
ア
タ
ッ
ク
ラ
イ
ン
よ
り

前
で
ア
タ
ッ
ク
で
き
な
い
、後
衛
の
ア
タ
ッ

ク
は
ア
タ
ッ
ク
ラ
イ
ン
を
超
え
て
着
地
し

て
は
い
け
な
い
な
ど
、
大
会
に
合
わ
せ
て

決
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

た
だ
、
コ
ー
ト
内
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
4

人
で
、
違
う
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
必
ず
ボ
ー
ル

に
3
回
触
れ
て
相
手
コ
ー
ト
に
返
さ
な
い

と
い
け
な
い
ル
ー
ル
は
、
基
本
ル
ー
ル
で

●
発
行
所
 一
般
社
団
法
人
 宮
崎
県
労
働
者
福
祉
団
体
中
央
会
　
宮
崎
市
別
府
町
３
番
９
号
　
労
働
福
祉
会
館
４
階
　
TE
L2
4
-5
5
5
0
　
●
発
行
人
 中
原
広
幸
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